
◆石綿関係届出フロー（R3.4.1〜）

解体、改修しようとする建築物（工作物）に飛散性アスベスト（L1,2建材）が使用されている場合は「A」、非飛散性アスベスト（L3建材）が使用されている場合は「B」、
石綿が使用されていない場合は「C」に進んでください。※１

「大気汚染防止法」に基づく『特定
粉じん排出等作業実施届出書』が
必要です。（工事開始の中14日
前までに提出）

「環境の保全と創造に関する条例」
に基づく『特定工作物解体等工事
実施届』が必要です。（工事開始
の中7日前までに提出）

法令、条例に基づく届出は必要あり
ませんが解体・改修工事により粉塵
が発生しないように注意してください。

条例、法令による届け出義務はありませ
んが市独自の『作業手順書』の提出を
お願いします。

解体しようとする建築物（工作物は含まない）の
床面積の合計は80㎡以上ですか。※３

解体（改修は含まない）する部分の
床面積の合計が1000㎡以上ですか。

はい いいえ

ダクトパッキン類、仕上塗材、下地調整材の除去ですか。

解体工事ですか、改修工事ですか。

請負⾦額が100万円以上ですか。※４

いいえ

はい いいえ

はい

解体工事 改修工事
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いいえ

※１ 特定粉じん排出等作業実施届出書と特定工作物解体等工事実施届の両方に該当する場合は、それぞれの届出が必要です。
※２ 石綿含有配管保温材について⾮⽯綿部での切断撤去を⾏う場合、必要な届出は特定工作物解体等工事実施届となります。
※３ 改修工事の場合は、 「環境の保全と創造に関する条例」に基づく特定工作物解体等工事実施届は不要です。
※４ 詳しくは環境保全課までお問い合わせください。
注 上記のフロー図のほか、バックホウ等の建設重機を使用する場合は、別途「騒⾳規制法」「振動規制法」「環境の保全と創造に関する条例」に基づく特定建設作業実施届出書が必要です。

※２

⻄宮市環境保全課


